




A Study on Research methods of Practice in Preschool Institutions 



























































































































































































































































































































をしている。1. あそびの記録 2 友達とのかかわり
考察 I 3. あそびlζ参加しなかったA子を追って，という観点
5 まとめ一 子どもたちは自発的に遊んでいるかー | からである。そして先にも述べたように乙の3点のそれ
① 自然環境が自然に自発性を育てる 1 ぞれについて実践者による考察が書かれている。
②異年齢の友達集団が自発性を育てる | 私もまず，乙の三点について検討してし、く 。
① 一人ひとりの子どもの姿を認め，個々にあった 1 あそびの記録について
指導配慮が必要である (22頁-29頁) | 実践記録には， 、しぜんのくにのあそび'の例が三つ
乙れをみてもわかるように乙の実践記録は五つの部分 紹介されている。乙の例の中で，竹の皮を使った5歳児






































































































































































































































































































































堀:保育実践の研究}j法Ie:関するー 研究 311 








































































































いろうとするか。 1 ・し ゃがみ込んでいるときも目
・5男が呼び品けたときの他のチどもの | は活発な友だちの遊びを湿っ
僚子はどうか。 I ている。






きかける。 1 やっていると.おとながも、る |








S 男 |センセ.カッテふ (入れての意)
うん、いいよ、ねえ、みんなL川、ね。先生の隣
へおいで。






















































見 | 生活についてfttjHcついて話し合う機会をつくりたい。(なぜ s9J 
| がブカブカのズボンをはいてくるのか‘よζFれた服をきてくるのか
感 | などについて)また、周閣の子どもにそれを理解させるど砂ではな




見、感怨) ・ Il~録・刈谷幼稚!副・ 111 1周比九
表2
一場面記録 モの時々に起きた問題記録
7 J20 日 { 月) 三ヌL 時 子ど あきら ・みつ子・
も (のぷチ ・よし子 ・すみお ・まさみたち)








































ヲ「 自然物をめぐる I問 I・Fどもがをど特のように物事を身えて





































9_L.~ タ L..... て......3- ~I T - r --- 一一 -~
~I維.t;名 1" 1 { 1実践;己主4の XUJ~Uの 1...-.- ..1 ...".，_ _，. _ 1 昆1'.:-:"1 1 ~ I士一 昨日 l分析の}j削 'x践記録江つL、て | 実股記u分析の問臨f，'，¥ ! 弘が教えられた乙とiI I.'f名1_.1卜挺 ur.う}折何? 目 l .， -1刊! ル 1-一一 1" 
一寸ー一一「一一寸一一一一一寸一一 一一寸 一一一 ← 一一 一一:::T. ー ーi 1 1 め知か寸、る I(り記録をと BたI1的と分析のH町山分析円が記録丹の怠闘争川‘ま.f.わすか
1 1 .Ii 1 幼 |幼λ 1②幼純l輔の侵裂、似灯のねりい| とが民1;るD は記録をたよりIC.勝J:IC解釈している.
保 11
'ゐ| 住 l権 " r1， 匂ど糾明 l' 11'[蜘ひらめき叫んでいて ζれも分析円のおちいりやすい例た| | r l 両 ，<31記録のfl的とLてIJ.ナーマj記録のζとばからの解釈で似、 'H体的む事7
竺 ~ 1 ~ 1 1咽 凶~ I ~ がある・州兇の川性の;1(，);生活11馴 jなどー般的なあ 必にわかる。
11J fllHl み| 教 教教 ~ I は材育てるJ) Iいまい情念の主主使1 ，むの制自に問題がある.
1 Jj I _， I 1 "分析は'Xu:~緑江即 L てはされ.
. 1 ;a h 諭Il I I n・Ij_い竺竺思い込み l -- a 
ねらい.n過、子ども同記録者による考察か設問~I I]< IC 1(1 i~} られた資料の範側内て分析する己とがk
ススタずれ保育の l司王っている. 切，
叫れ.1輔のみとり鈎fよといわ伝せ、究院がとりくまれたのか.''1é殴記録の分桁結~キ右叫に一般化L かち話回教 代ヒ | 
l矧 l;1…M l…ー て仏~ ふ I@l~緑町がすでU: )j禦をしてL、| 情。占析結果と#応するζとがむいかを弔える
言 ・と l を | る | ιと仇分析ι一層ttめるζと川る，
名 目と 1 i 1 i 
φー一一一一γ一 一「一一一- 1 I 「ーP JdJFH 溜の?畑のねらい hlC川端占州"を書くい分析仰向1分析の加わかりや川、引
る 蝕 < 1 ょ.lf.過古川フンえよく齢、 Eの分析の動点とがい必，て 震がある IIHHに分訴すれはよいのて|記入 を lー. 、luマ ，.J 1 れている. いる。 はない
の教 | み ト2記録からは、民体的行行動を '1-)析I'iが記録の不備壱/fo備しね''Je録からM"えることと.分析者か記録ICあz li IR IF世間山いじろがある りす側主払そのィ、備を補うl る似をうえるζととかあるζと今古川
を | 写 I 必要件~;A Ltiければ何ら江~¥.11 l1自覚する必要がある.一 一一一一l l l j立…l市山市川肌t.:i…きれれる t幡町鉱山…ーそっ
保 1d 器 l aで;;;: 113で PV~rr.JI[fíl-…れ…〈叫…似て
宵 n13 闘 1 ~;' ιjJ 仕訟ふと叫いが明躍に あるJ つくり出してきており叫{(.Jに川駅!t; r.( I !， と品 1 ~.. - EZ115 薗 | と 研 | かれているo ;'21ζれまての厨究会ての成忠を聞 記録をとるうえでも学ふζとか釦、
2 I 現:ir I f. I I J.: 究 い記録目か分析IHlkねる場制 司量的に~J'I!し'l-.λ成して.今 2 疋殴訂と研究呂のJU"jによる対等ι研究会
1 ~ 1.1花 里 1: ~ 1 Il、記録そのものに即LtJ.~ 後の研究ぷ幽を明らかにして欲 か実肢研究にはみuJ欠である|か iふ|、足 | 教が E ー.------..，-. -'_ - --'1 I !J. 1 'rI例 品 I 1 サ ;aがペされない Lい t 
1 :り I :ZI 保 1 1 1 1 .保問研の研'XniJ.のテヰストのILL_-Ll三己}I Iク し ょ川のそ作成して欲い、。[




















































































































































rJt!んζ ・水道ひ当日の朝の線了) ，己主占 .¥1 M， 
F 
，l¥rJ1' ~.....:.や"'>110由'"鋼令するため全員クラえ犯人，ているのに. K 






もや'.' ol、t，111)< 札白aL~占 m
f¥ t"j .A ~J'Í， ':'l 日‘/ 忌11ι額で打う.





K Kf)φん イる lと、フランコにの‘たt1，う
r ¥， K九ゃん1:'/)んζする町、行ζうと、今置はKt;。んl((!tJ て















『アノトi:(Mlの晶陣)I力不はすして脱〈のよ.Iカ字'1， ' ~ 
A (J I!畿~と世嗣 j，'ll'えすにス:t~/~袋に入れている.





























































































































































































r -一一一ー ーー ーー ーー ーー←ー5 JIZO伺 ，f..) .nl!Uより
r 一 +
附3!a i J ;ゃ，後.・I~'_V ~ト-t'，' fí J-. ~1 今前虻智めで罰< 1 
，~儲ゐが鼻命‘自分。， . ，，~ lの街、行、 1.1( て両 r~二コ"で -4 g:1)ftT"'I'r，'i t て盗"'~
lマUoJU九め.1:旬、 I'.F':買いて(，fてt);lJ，"ll"'tlめる いる.
1 2m，It'i"{. \f~" Si-fIIιτ泣かeとtのゐ，<!tる
T. I 1リ fトr ド ft:_1l 1 ・~l臣、 ~-に怜げるのよ ， ( 
M T，C"'.<得子1-'!C'いる. T 
TI mll.れこ開局に5!fJを.(と、''''彫の土足立，τ1ilと全日で，. m ¥_ 
る
Tミ lζζ11':"1 t~ 句，かんの . t.~....t)働γ ・・-'f~I l;
If' イのォ 4・Eと'I，!"!九ピ向HCtI)ける.
¥1 -tqJtI (.01" U -，めている.
T. ';"'Afi，ζtJUを.さ r 7-f少寸-，のJ与をλIlの.'ì ，~ 立てゆ・"る.¥1もT.:{.")いて汁d.r.か町今叉"の IJv 奇~-τ'6~白む'"に，(，τ配る
Ts '，~.t毛'，'".1 、丸めるえ.川e むこんゐ r同じ L-}.ra似る.


































， l:・録4・t~\tH ; ζ と.
.¥.t:1)鋤.... 'T.~ι見勺め. T.I)A内縄倣Lで・6
. &.1' ~."、@問.1...， . fとむの狩8 耐にはふ内向'今愉怖的"かがわ;~ J ，-ι'・4、
(C、"川畑伶伽均か叩‘t巴"うが‘， t拠 l料組の眺め倒fl'i'l)・!!;.tjも"; J の.1:~~C." ι とと‘んう"'o~qJ似鳳.va.宮崎'よる1.Ø)，'~ と'えられる.
⑥ 記il，'セ定的・:10・ ~nr_''' l:." ， σJ対""u r:~る，けrr" ぜ， M今?をめf:o'II".質例姐んと‘ t.. t"t1lt，めに‘"肉.， '9' 
"、総均 t. Ja!t"{f，:と4伺!.，-Cf I ~1:)かl.ゃ e 、 II り.附fJ .f，め"立 て必寸九と・4る
皐ター怜7の~仰れ!l. Mの♀与はがどの〈らい.えてるか錨~l に. ¥1の刊紙4号制第l.， 11ft!"動
"ている~..民'1に《れに川て‘ も -C {， I:tt か1"'H 霞動ずる
-以t.そr_~I( νTの}_，{f'，
M I ， J~忌ドのね"‘旬。l、u 、合 η V. '. TtIo M・ー.'"~マィ。 P <J人"のゐ、川þrSu1.1.tのへ "'l 
で，"町村6 . "入のんr).'(" ~ ! .0(， tlI:けて>8..ζ島、.，，問1 ・...備~l.l
T. l'‘ r'ナ4 とそ仰心、.(，てη'句、tttnIJ必見6.1・ l 
~~ . r・て.fIj! l'-'^ j S--.I'l~ < 勺>16






F吟聞r、s.~泣危険t て‘・ 6. ・~1~1t>t.I・め、ぃ白、!;I.IèUð:1~怜"Q九与る111で、て‘←ら.. 令;U)旬fJM，q_*‘'I;U)干 d，二..・とt:
-318一 児護学
重要7 対人間保"
「寸志τ品川 ト マ 枇遜ぴでの人間関係 出荷 Y-s - 1 随 一石一一一ー 次の実践へ
I iO: 35 おやつ後、雌切に給ヒあそび i枯jを1ケ所κ集めて，1< 3.1子どもの盗
M σM陶みがき後 自分から給iの婦へ刷、)，:;恥て肉 Fのひ勺で l' 名の叫り1l: 1~tで遊んで I (I) o Mの制一日刊つ~. T!j噌齢Lている. ・1:Iの封印できるた州制い
I EZE:tstZiE21TJ122訴して九T.>.oo 2m問|いる 10-01 I 価問蜘⑩ ・…た Fども集団の附叩むb
| ー 1 0 O 1 1""の机ちへの閉め一村もの帥向ζ淵句向 ・開りーダー叫カード‘制吋叫ってイメ~.巾|ホワ朴仲間 M.'糊き乙<:11:役げるのよ と言う; はと_.::.J 1 ." <カ噛酬に仲わろう企しむい.φ -:/をつ叫やすくしたり.Mの岬/C:Jr.，て
1¥! @I 1'1の寄〈悌子全宛ている 川口 一 ÷ー 1 Mの人間咽耐世化ちよりもえ人犯対Lての聞4咽必 括す.
1'e(l lmtj~れた所に足彫を鳴く. ーム一一一ー が強l'.それはMA身の年令の低さもあると思うが. -サプの保何m.t保育リ ダのきうζと金どれ
た・11理解L、ととばがどの位"えているか
健辺する.
M 咽|足形の Uζ立って足もとを毘ている 1)'唱〈鮪繍}の崎の保向Ilの・Sか"が :1の対

















曲・ ζとl;t'.tiげをはうきりと多くする.日 f-tJ- 二イ
の~-f
.Mの行織を観察し.そして主体的1ζ動りている
か、 E対IC'"れについてい q てるどりか令
判断し 必獲に応じて痩助する.
• rどらどおしのかかわりの嶋語舎つくる.









ヲま〈く"っか白くてす〈にやめる:' " "..."' ， ， '" ~ 1 T.の蜘 ・k'!'i.':;"'C.きさとり付い日間
10:401 
M ⑭ 留のド陀らたれて穫勺‘向Tて絵土金丸めている.{J，中 :1'0/"と
gt云び.枯 L~u.:IC押L かけて丸泊る.時々 T.の方をはている.
i たとえI;j:"fイチ ニイのボイ J
渇面設定











乙の表 7はM (難聴児)の対人関係を中心Ii:分析したも てて実践した。乙乙で場面 1. I. mと乙の仮説と方針
のである。






















場血 I 10/15 (金〉 経企~目、府民っき食べ始める i与の犠子
配膳が終り、合同席についている。給食白歌が始まり、
軒うたう。 Yうたわないで手吾作せている。
1'1① I rうたおうJとYICJ'う。 Yうたわない。
1'1阜)I r~緒にお歌うたうの J YM勺たまま。
1'. @ I rったうの，/J Y合せていた手をひざにおろす。
C(子どもIrとい勺しょに いただきます Yf<ifh言わなも、
直) o I 
K @ I r吉わないよ!と TtIC;'jう。
1'mm⑥ I yちゃん吉った ?J Yかぶりを振る。
Tmrn①1 r出 ζ主主主勺て普と一緒1:言わなきゃねーlと、普 1-ーの部分
1 1I::~' .)c> y神妙な顔ι江る図 |を強調して
T y @ I r皆とー絡に寓わないと知らない、食べよう |苫ったのが
l' y @ I 'ζζすわろ と占ってYの員向いの庶民っく. おかしかっ
Y ⑩| う~ん、う~んJ とべそをか章、1'yの顔を見ながら|たのかまわ
身体をくねくねさせる。 Iりのζとも
やYカ宅R-j"
















T y '181 I Jぞ-J品、てるわ』と jf，喝のIil''1HさL.:胃う
Ty l't I 11. ，〆ζこあいてるわ.崎か時宜1>，:一れ-， 1も、""1.0)埼
5 骨 1 あ すやA かわ-，てAJ 1掛かあいた.
Y怜fH，¥・てTv町宮 た廊仁川き.筒H:抗争晶:陪[
1I的所にir{ みIt.，fi.次令にパ〆壬配ふ 1
y ~， ~I乙立てそのIld壬見 Eいる. 1 
そのうちYの分た吋桟る l 
T y ~l I Yちゃん.持ってiか叫いのゆn分でf，¥勺 CfJか円い
Jと歯ミられf‘L、よ
iY寸れ.)乙ん ζベゾそかさ ry白幽今見ている ふん1;
"1備で 5 てj~ ている l
Tmm持 Yち¢ん.f. ，てHか屯いの?I:.ゃー待 3て付 ちφ
おうー と、、の分白血i:l¥ τjr{主ねをFる〈
Y 包 'ムー 士戸をあ吋る.
Tmm~・ 'tl I:n白。TvJ¥.fJのかIjゆとy，ζr;.')・
Y お ううん'とかふりを11<る.
I TfIlm輯 Yの 9
1 Y '" f'うんJ
Tmm・.rLゃ叩〈符て付、 ι アて聞を7-~ル 1'"' 主
可.Y'うなす主主 >t".1¥ ff 二うと L/~ti:骨ぐ付Ll.d，g; … Y 加 | ハイ と返事L.やと阻存r，t:)臼分のl意'r連山
'J<"loろうとしfiい.
r y JL' I f.l< 4-1) )て ， y ~ わる.
I:'l由o).j:h.1I1まる 、f-1-(.!h":て待。 Eいる
C((と r.:.い)L，lに Y It寺白り壬らせて伎hのTvをは
も，})崎る.Tmm い>1..に とYの耐を主勺すくに1.{，，~ I 
'，}-号か吋むからYに宵う、 いたfニ今主主1， Y伺
!， r.わない
1，;u r ~、 1:1ーさ 1'4
Y 川 『ゐー jと戸，をあり1').¥11:，1
T t 06 ryと3したの'/JとI'vにf:4 ねる.
Tv 鈍 r~わはいのJ '[ t lI\，~っき 貴べ始的る
Y荷主，lむ 仁勺島すれ，Tいさ
1'1;r 1'"うtτ符と暗V ，わ丸、刊 ゆえq土紘Lφ む〈











'しゃー先せと *~K宵おれとも。 L ‘ v y;; 





















10 03 ζ としJ官'1，の前に弘主り.'11. ;， C，寺，て“る.
Ylj .人 f<llい財人Uで.ふ〈れ，，1考 Lて身体を {也I)~よりM
くのすに出!けで引ヲている. ll/~~\~hl 
IY九ぜん1.'<L.-C Y Ll..，力但山l両I~rj く. ιれる
YちゃんJI"・江 、(.)をしてるのかなー』と.i町 l
Jjふ見むか均<1うI T ".' !…州t~t <(/)'llr l，(ιる|Tt ，"' 1 I.:l.~ん九明叫与して.いや / !-o怖・f.Jい12_
;YLふν1.11の}"とえi奇て打 IJ;企rl-r立ち1り、 l 
1 {町f山骨，>1，"I~ る l 
r t '! 1 r ~，やた bウ . yちゃん.ιうしていいγ」 みんfみに'~lri I 
Y ，<' 1 r，、やた ・ー ~tfly.，てい l 
I T ¥1 (‘ 1 ItJ{'歓J， f-it、の? いか主ムう ( 
lY1|l飲ιE2 ;T、IS 1 Iじゃ甲〈して
y f~ I r，、ィー と血事. ~. L，. .. )~ Lふ"7均白川にirく 水
11町をn，り梓を閣H，うとするかむかむか古、f品、
"同 1'11 <お品f川、とu カのrjijl:，1 < 
Y 、 Kのh11~ている
T t '，1 1 IYらめん.他人の』る乙と見てないで日分のことを甲
<Lて下志L・1
Y . 1 rハイ l と必引 ω昨にfをかりるがでd，';~・
T t ~l 1 (~むか吟f' ι . して下るい ，，(，lI' > (.~ r 
、 114 ~、ィ と151'‘14'るかベソ今か会水1lI"かかえ立 dて
|いるe
TI宵 1 .明書なか、たらTy'ζ てtT' '，'、むしで下主いって
1¥ ，て占て，て，;.，てるでし._/
y ば Irハ11とnさ，1'T>'l'JHT!の}J1i.jl{~i )てIfくか.
直中で，1止る、
r ，町 I できはか ，fc り，~ ておいて，'/ μ・述調で言う.
Y 抽 I 、イ Jと.".，てT、の!jlC且" t; j"，tて干さい l ~かりL!'
!と宮う |口調守山
r y 111 梓主あけ τ，;.tい とYに政筒を調噂. I 
IYロ γカ のゆjてお品を飲h.Jj(r.J々むJ;I-，持のとこ 1.:のli:lの動
ろにf1品Jわる 作は 1，1~ '. 
Y 拘 フ予 2 と買う
T)号 Y t，ゃん. ~， )とザ〈しむ占 eヲ It. Y r-~ ，"んかC~ 1、.T、の
.; V<I G骨fI) f_， t>ラ止、"('~る γ ， 1ftべ!~官、





































































































































ζ 勺こ道:.1'与党幅~\tるための量怖と L てð:の 6 点に正とめた
11 );1'.めあえる仲r.1JI同係














































































































































































































































































どんなことばで書くか，実践の事実そのもの(これ (1984， 8) 
は把握しょうがない)を2重のふるいにかけている 4 )同上， 2頁
のである。 5)同上，26頁
(6) 誰lζ書くのか 6 )向上，30頁
実践記録は実際の実践を見たζとのない人.実践 7 )同上.26頁






















































堀 :保育実践の研究方法に関するー研究 325 
「佼業記録は綬業そのものではなし、。授業そのもの 15)古村点廻ヂ:保育研究のあり方をめぐって.日本保
は知りきれるようなものではない。綬業を見ている 育学会第37回大会研究論文集.8頁. (1984) 
湯合でさえ，ある観点から.ある部分を見ているに 16)鎌上史朗:保育研究の在り方をめぐって一保育の突
すぎなし、。ぷ識とは抽象なのである。授業記録は， 践を支え高めるための研究の在り方を考える .円






I al ms of the study 
(昭和田年 IR 6口受PH)
日someexamples of research of practlce 10 preschool institutions 
1. from preschool journals 
2. other examples 
m our reports of study on research methods of practice in nursery school 
JV necesslty and problems of l'esearch by records of practlce 
V al ms and methods of recordmg observatlOn 
(23) 
